
 
 

 
 
 
 
 

宅地に関する相談の手引き 
（相談員用） 

 
Ver.2.2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025 年(令和 7 年)6 月 7 日 
 
 
 
 

一般社団法人 地盤品質判定士会  
関西支部 

 
  



 
 

 
  



 
 

目  次 
                                                               
＜ 序 ＞          
                              ページ 
 
第Ⅱ編 宅地に関する相談の手引き(相談員マニュアル)    

１．目的            1 

２．登録相談員           1 

３．公募の仕組み           2 

４．相談者との連絡           3 

５．相談員の心がまえ         4 

６．相談員の責務           6 

７．相談費用の手続きと経理処理         7 

８．既存公開情報の収集         9 

９．宅地に関する相談の回答書作成要領     10 

10．相談結果の報告          11 
 
                               （END 11） 

資料−１ 001 相談への対応について 

資料−２ 相談員登録規程，2023 年 4 月 1 日改定版 

資料−３ 中岡時春：市民相談の流れと相談員の心構え，相談員研修資料， 

2023 年 12 月 9 日 

資料−４ 太田英将：個人からの地盤に関する相談があった場合の手順の一例， 

2019 年 7 月 31 日 

資料−５ 太田英将：相談員に求められる知識とツール，相談員研修資料， 

     2023 年 12 月 9 日 
 
 
書式−１ 「宅地に関する相談」フォーム 

書式−２ 問診票 

書式−３ 公募案内の書式 

書式−４ 現地調査依頼書 

書式−５ 契約書の例 

書式−６ 所見概要  



 
 

 
 
序  

 
本手引きは「宅地に関する相談の手引き」（以下，「本手引き」という）と称し，

一般社団法人地盤品質判定士会関西支部（以下，「支部」という）に加盟する地盤品
質判定士（以下，「判定士」）という）が，一般市民をはじめとする各種の宅地およ
び宅地に付随する擁壁やのり面の相談（以下，「宅地に関する相談」という）への対
応を適切かつ円滑に行う際の手引きとなるように，心がまえや具体的方法，また相談
対応後の手続きなどについて基本的な考え方を示したものである。 

支部は 2018 年に設立されて以来，相談員制度が運用されるまで一般市民からの宅
地に関する相談は支部幹事が行ってきた。しかし，関西地区に在住の相談員も増えて
きたことから，幅広く相談案件を適切に対応すべく，相談員を公募し，相談業務に従
事していただくこととした。 

本手引きの内容は，公募制度のルールや当支部においてこれまでに培ってきた宅地
に関する相談に対する取組み方を整理し，宅地に関する相談に対応する相談員等に周
知することを目的として策定したものである。本手引きに含まれていない事項につい
ては，その都度協議して進めることとする。なお，本手引きは先行する神奈川支部の
地盤相談マニュアルを参考にさせていただき作成したものである。 

 
 

2025 年(令和７年) 6 月 7 日 

一般社団法人地盤品質判定士会 

関西支部支部長 大島昭彦 
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第Ⅱ編 宅地に関する相談の手引き(相談員用) 
 
1. 目的 

本手引きは，相談員が市民等からの相談へ対応するに当たっての指針となるよう，
心がまえ，既存の情報の収集方法，具体的な相談方法，相談費用の手続き，相談結果
の報告などについての基本を示したものである。相談案件は様々であり，相談者も千
差万別であるので，担当する判定士個人の判断と責任のもとで応用するよう心がけて
いただきたい。 

なお，諸手続きについては試行中のものもあり，変更される可能性もあるので，相
談室窓口に最新の情報を確認しながら相談業務を遂行されたい。 
 
 
2. 登録相談員 

1) 資格要件 

 登録相談員〔一般〕とは，本部または支部主催の「相談員研修〔一般〕」を受講
し，相談員として登録をした判定士をいう。 

 支部が相談業務を公募する場合，大阪府，京都府，兵庫県，奈良県，滋賀県，和
歌山県，福井県を"主"または"従"たる活動地域とする登録相談員であることが応
募の資格要件となる。 

  
2) 登録内容 

 登録内容は氏名，判定士登録番号，住所・連絡先，判定士以外の資格，専門分野，
相談の対応可能分野，相談対応条件，相談実績，その他必要とする事項など。 

 登録相談員は登録事項に変更があった場合，地盤品質判定士会の本部技術委員会
へ届けること。 

 
3) 登録情報の更新 

 登録相談員は，連絡先(メール)に変更があった場合は，速やかに届け出なければ
ならない。 

 相談対応，研修等の実績を整理して，本部技術委員会から要請があった場合に，
直ちに提出すること。 

 2023 年 4 月 1 日付けで本部の登録相談員規程（資料-2）が改定され，更新時の要
件として「補足資料−相談員登録の更新要件について−」が適用されていること
に留意が必要である。次ページにその内容を示す。 
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3. 公募の仕組み 

1) 公募案内【書式-3】 

 公募の案内は，支部の窓口担当者から対象の登録相談員宛てにメールで通知され
る。 

 公募案内には，【書式-3】を用いることが原則とされている。 

 案内には対象案件の往所（最寄り駅，町名まで），氏名を伏せた概要が記され，
相談者から写真などの資料がある場合は添付される。 

 公募に対する応募期問は通常 3 日間を標準としている。なお応募期間は，相談者
からの依頼内容の確認後，相談員の選任までが 7 日，10 日以内となるように設定
される。 
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図−1 相談員公募の流れ 

 
2) 応募の受付 

 応募は期限内，窓口担当者宛て（pege65@hanteishi.org）にメールにて行うこと。 

 窓口担当者からは応募者宛に，受け付けた旨の返信が届く。 
 

3) 相談員の選定と選任【相談員選任通知】 

 応募者の中から窓口担当者で審査し，専門領域，活動地域，支部加人状況，これ
までの担当状況などを勘案して相談員を選定し，選任する。 

 相談員の選定結果は，窓口担当者から応募者全員にメールで通知される。 
 
 
4. 相談者との連絡 

1) 窓口担当者からの連絡 

 選任された相談員には支部の窓口担当者から選任通知とともに，相談者の氏名・
住所・連絡先，相談対象の土地の住所，および相談の詳細内容，相談者からの提
供資料，窓口担当者とのやり取り経緯メール，ならびに「001 相談への対応につ

いて」（資料－１），問診票（書式－２）が送られてくる。その際，相談者にメ
ールにて連絡するように指示がある。相談員はそれらの資料等を熟読し，内容に
齟齬がないか等を確認してから，相談に対応すること。 

 並行して相談者宛てに，窓口担当者から選任相談員の氏名・連絡先が通知され，
選任相談員からのメール連格を待つよう指示される。 

 
2) 相談者との連絡 

相談者よりの依頼 公募の可否判断

相談員公募の案内

（登録相談員宛）

応 募

審査：相談員選定

相談員から相談者への直接連絡

相談者への選任通知 相談員選への選任通知

【書式ー１】宅地に関する

相談フォーム（HPから）

受付＆確認

《窓口担当者》

【書式ー3】公募案内

mailto:pege65@hanteishi.org
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 選任された相談員は前項の指示に基づいて相談者に連絡し，相談内容を確認した
うえで，以後の進め方を折衝する。両者の間で相談方法（有料，無料の要件含む），
場所，日程などを調整する。 

 選任相談員から相談者への初回メール時には，連絡が確実に伝わるよう，窓口担
当者宛て C.c. メールにて情報を共有する。 

 また，回答書を提出する概ねの期限を連絡しておくことが望ましい。 
 
3)  IT 弱者の場合の対応方法 

原則として電子メールでの対応とするが，電子メールが無い，または利用でき
ない場合には，FAX で対応する。FAX も無い場合には，郵送で対応する場合もあ
る。 

PC またはスマホの取扱いの苦手な方（特に高齢者）などの IT 弱者からの相談
については，可能な限りご家族・知人の協力を促すように努め，本部または支部
事務局への電話，郵送等はやむを得ない場合のみに限定する。 

 
 
5. 相談員の心がまえ 

1) 相談の経緯や段階・内容は様々 

＜相談のルート＞ 

 行政からの紹介 

 他の相談先（学協会,団体）を経て 

 協議会または判定士会本部に直接 

 支部に直接 

＜相談の段階とその内容＞ 

 居住の期間（長・中・短） 

 問題発生からの期間 

（事前・発生直後・ある程度経過） 

 擁壁，住居，周辺とのかかわり 
 
2) 相談者の悩みも様々で個人差が大きい 

＜悩みのタイブ＞ 

 不安/怒り/不満/疑問 

 相談者の個性が強く出る 

＜相談者のタイブ＞ 

 思い込み型 

 お任せ型 
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 心配性型 

 探求型：勉強熱心 etc. 

地盤品質判定士は“カウンセラー”であり，解決への“道筋”を示す役割 

3) 面談・現地踏査の前に 

〔確認事項〕 

 相談概要：宅地相談の問診票【書式-2】の内容，未記人の場合は依頼（当日も可） 

 費用:面談（リモート相談含む）:1 万円（税込 1 万 1 千円）/1 時間 

踏査：1 万円（税込 1 万 1 千円）/1 時間〔＋交通費（実費）〕 

 日程・場所の調整：相談者⇔相談員で調整⇒双方の都台の良い日程・場所で 

 相談者が面談時に持参してほしいものの伝達 

 相談内容に関わる資料 

例：地盤調査報告書，設計図書，竣工図，地盤や建物変状実態を示す図面・写真 

など 
 

4) 面談・踏査時の留意事項 

【事前準備】相談員が前もって準備しておくこと 

 下調べ：例えば，住所⇔土地条件図，新旧地形図，各種ハザードマッブなど 

 問診票に基つく問題点の整理 

【話を聴く】 

 まずはじっくり話を聴きましょう 

 話しやすい雰囲気づくり 

 相槌やオウム返しも大切 

 話し下手な人には誘い水を，打ち解けるための話題も 

 その地域や上地のこと，場合によってはご家族のこと 

 相談者の話しを鞘呑みにしないこと(先入観への予防) 

 相談者にはいろんな方がいます！ 
 
5) 留意事項【問診】 

 疑問点,不明点は相談者に分かり易い言葉で尋ねる 

 他にも相談している場合があるかどうか 

 相談先がある場合はその特定・状況の確認 

 相談者への新たな質問 

-相談者は気がついていないことはないか 

-あまり話したくないことがあるかもしれません 

-あることに対して違った角度から異なる表現で質問する 
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 事実は？現象は？それを証明できるものは？ 

 論理的に考えること：積み上げ方式，三段論法，消去法 

⇒自分の知識と経験をフル動員 

6) 留意事項【診断】 

 相談員（地盤品質判定士）は地盤の“カウンセラー”として,その見識（知識と統験）
を用いて相談者に問題解決の“道筋”を示すのが大きな役割 

 相談者にはそれそれの価値観（経済面・柔軟性・倫理視など）があり，解決の道
筋も異なる 

 相談の中で明らかになった事項を示すとともに，不明な点や新たな問題点があれ
ばその対応策（例えば現地踏査，各種調査の提案）を示すこと 

 相談者は不安で相談に来ているので.その不安を可能な範囲で取り除いてあげる
ことが相談員の役割の一つ 

⇒相談者の理解レベルに合わせて分かり易い言葉で説明する 

 分からないことは正直に伝える（知ったかぶりしない） 
 
7) 留意事項【情報の提供】 

 必要な情報を得る方法および使い方を知らせる 

例えば，今昔マップ，地質情報，防災情報等の Web サイト 

 科学的なデータを経時的に得ることを提案すること 

例えば，変状の進行に対してその測り方の教示 

 亀裂，倒れ，不同沈下などを簡易な方法で測定できる 

（第三者に依頼する方が証拠能力は高い） 
 
 なお，令和 5 年 12 月に実施した「相談員研修会」【資料-3】「市民相談の流れと
相談員の心構え」を添付するので，相談員の責務，心構え，および技術者倫理の箇所
を参照されたい。 
 
 
6. 相談員の責務 

 相談員の役割は，相談者に対して判定士として適切な助言を行うことである。 

 無料相談，有料相談に係わらず，相談者への対応（相談者との接触から相談結果
まで）は，相談員個人の判断と責任に基づいて行うものとするが，回答の妥当性
を判定士会で確認することを原則とする。 

 有料相談において，相談対応に伴いトラブルが生じた場合は，契約者である相談
員個人の責任に帰するものとする。ただし，判定士会は，トラブルの解決へ向け
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てできるだけの助言を行う。なお，有料相談の契約にあたっては，回答の内容が
損害賠償請求の対象とならない旨を十分に理解いただくこととする。 

 無料相談では相談者との契約関係はないが，トラブルが生じた場合，担当した相
談員が窓口となって対応することを原則とする。なお，相談員は対応方針や内容
について，判定士会に助言を求めることができる。 

 トラブルの未然防止に努めること。例えば，その時点での情報に基づく評価であ
ることを明確に述べた上で説明し，断定を避けること。また，形あるものの寿命
はいつか来ることを前提に，複数の助言・提案を行い，選択は相談者に委ねるこ
とも一つの方法である。 

 相談員は判定士倫理綱領に則り，公益の重視，法令の遵守，地盤災害の防止・軽
減，地質・地盤情報の重視，地盤品質の的確な評価，説明の責務，信用の保持，
守秘義務の遵守など遵守をしなければならない。 

 
 同様に資料-3】を参照されたい。 
 
 
7. 相談費用の手続きと経理処理 

1) 支部幹事および窓口担当者の役割 

相談費用の手続きおよび経理処理方法については，会計および技術委員会の主導の
もと窓口担当者が相談員への指導・支援を行う。なお，判定士会では相談費用の取扱
いが試行中であり，また相談員も不慣れな場合が多いことから，本部または支部の関
係部署に確認しながら進められたい。 

相談員が資料等調査にて回答を行う範囲においては基本的に無料扱いとする。しか
し，相談者によっては有料でよいので現地を見てほしいなどの要求がある場合におい
ては，有料相談とする。 

 
2) 有料相談となった場合の費用の目安 

 面談：相談者・相談員双方の都合の良い日時・場所で，10,000 円/時間（税込 11,000

円/時間） 

 リモート相談（Zoom）：相談者が希望する場合，10,000 円/時間（税込 11,000 円/

時間） 

 現地踏査：当該の現地を踏査し，目視による判断を口頭で，10,000 円/時間（税込
11,000 円/時間） 

※現地踏査では費用等のトラブルを避けるため，相談者から現地調査依頼書【書

式-4】を受理すること。これにより契約の成立とする。 
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3) 契約書 

 相談者との間で相談内容と費用の合意が成立した後は，契約書（または注文書・
請書）を締結しておくことを原則とする。契約書には相談の内容，範囲および費
用に関する事項を明記し，成果品の目的外使用を禁止するなど，トラブルを防止
する項目を盛り込むこと。 

 契約書の書式については，窓口担当に確認すること 

 注文書／見積書の書式例を【書式-5】に示す。 
 
4) 活動支援金 

 相談員は相談者からの入金確認後，判定士会の活動支援金として，相談費用金額
（交通費等実費および消費税を除く）の 10% （従来の事務手数料に相当）を本部
に納付いただくようご協力をお願いする。 

 活動支援金のご協力は，各相談員の関西支部における受取り相談費用金額（交通
費等実費および消費税を除く）の前年の年間合計額が 30,000 円以上の場合を対象
とする。 

 每年 1 月に，会計および技術委員会が相談員ごとの前年の相談費用のリストを作
成後，相談員に納付予定額と振込予定日，口座名義人などを確認し，本部事務局
に通知する。 

 相談員は上記で確定した金額を活動支援金として，振込期日までに本部指定口座
（後述 5）に振り込む。 

 
5) 本部指定口座 

相談員が本部宛てに費用を振り込む場合の振込先は，以下のとおりである。 

 振込先：みずほ銀行駒込支店 

預金種別：普通 

口座番号：3024190 

名義人：一般社団法人地盤品質判定士会 

(イッパンシヤダンホウジンジバンヒンシツハンテイシカイ) 
 
6) その他 

 相談員は相談費用を受領した場合，法の定めるところに従い納税義務を負うこと
に留意されたい。※2024 年度より本部では，相談費用について源泉徴収を行わな
いことになった。 

 なお，相談者からの入金方法として，「一般社団法人地盤品質判定士会」の口座
（前項 5）を指定することも可能である。（企業内判定士など，直接相談料を受
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領出来ない場合）その場合は，必ず相談費用の請求前に支部事務局および窓口担
当者に連絡するよう指導すること。 

 判定士会（本部経理）は相談者からの入金を確認した後，相談費用金額の 10%を
事務手数料（活動支援金と同等）として差し引いた金額を振り込む。相談員への
支払いは半期に 1 度の夕イミングを予定している。支部事務局は本部経理と連携
を取り手続きの詳細を把握すること。 

 
7) 補足 

(1) 現地踏査における集合住宅の取扱い 

 集合住宅からの現地踏査では，相談結果を管理組合員に伝達するにあたり書面を
要請される場合がほとんどである。また調査の範囲が広く，管理組合内の手続き
等に時間を要すため，相談員ならびに窓口担当者の負担が大きい。 

 現地踏査による相談結果は書面（回答書）によることを原則とし，書面作成の費
用は別途見積もりによることとする。 

なお，個人の相談における現地踏査結果の所見は，従来どおり回答書を作成する
ことを原則とする。 

 調査費用見積の経費率は，10〜30%〔20%を標準〕とすることを推奨する。 
 
 

8. 既存公開情報の収集【URL】 

相談対応に当たって，参考となる公開情報の URL を下記に示す。相談の内容や目
的に応じて，活用されたい。①，⑤，⑨は特によく用いられる。 

 
1) 地図情報（国）：国土地理院 

① ハザードマップボータルサイト：国交省，重ねるハザードマッブ，わがまちハザ
ードマップ http://disaportal.gsi.go.jp/ 

② 国土地理院地図(電子国土 Web)：地図や空中写真等を Web 画面上でシームレス
に閲覧  https://maps.gsi.go.jp/ 

③ 土地条件図：主に平野部の地形分類を示した主題図；首部圏 
http://www.gsi.go.jp/bonsaichiri/lc/index.html 

④ 国土地盤情報検索サイト：国交省の地盤情報，国道，河川，空港，港湾など国の
施設  https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/ 

 
2) 比較情報サイト・旧地図： 

http://disaportal.gsi.go.jp/
https://maps.gsi.go.jp/
http://www.gsi.go.jp/bonsaichiri/lc/index.html
https://www.kunijiban.pwri.go.jp/jp/
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⑤ 今昔マッブ on the web：全国 47 地域について明治期以降の新旧の地形図と写真
を切り替えながら表示。時系列地形図閲覧サイト/埼玉大学教育学部谷謙二(人文
地理字研究室)  https://ktgis.net/kjmapw/ 

⑥ 大日本帝国陸軍測図の地形図：スタンフオード大学が公開，DL 可： 

明治 40 年代(大正〜昭和初期に修正)1/50,000 
http://massamens.com/bicycle_kyukaidou_stanfordmaps.html 

⑦ 国土地理院 地図・空中写真閲覧サービス  
https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1 

⑧ 不動産情報ライブラリの盛土マップ（図面精度が高く，拡大しても消えない。） 
https://www.reinfolib.mlit.go.jp/ 

 
3) 写真情報： 

⑨ Google マッブ：地図，写真，3D 表示，ストリートビュー（時系列) 
https://www.google.co.jp/maps/ 
許諾権の問題があるため，利用にあたっては注意すること。 

 
4) 地質情報：地質図，ボーリングデータ 

⑩ 地質図 Navi :産総研の各種地質データの総合サイト：シームレス地質図，5 万分
の 1 地質図  https://gbank.gsj.jp/geonavi/ 

 
5) 擁壁・崖の診断:国土交通省 

⑪ 宅地擁壁老朽化判定マニュアル(案)  
https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_tobou_tk_000066.html 

⑫ 宅地擁壁の耐久性調査の研究成果資料  
https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/takuchi.html 

⑬ 既存造成宅地擁壁の老朽化診断目視点検調査要碩 
https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/pdf/takuchi/yoheki_manual.pdf 

⑭ 我が家の擁壁チェックシート(案)： 
https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001466510.pdf 

 
6) その他：民間地盤情報 

⑮ 地盤サポートマップ：ジャパンホームシールド 
https://sumaken.j-shield.co.jp 

⑯ 地質情報ナビ：中央開発 
http://www.geonavi.net/georisknavi2/ 

 
 
9. 宅地に関する相談の回答書作成要領 

 前項に挙げた既存の公開情報をもとにして，当該地の地形・地質・地盤情報や Google

や相談者から提供された写真，または図面その他資料等をもとに，相談者と具体的相

https://ktgis.net/kjmapw/
http://massamens.com/bicycle_kyukaidou_stanfordmaps.html
https://mapps.gsi.go.jp/maplibSearch.do#1
https://www.reinfolib.mlit.go.jp/
https://www.google.co.jp/maps/
https://gbank.gsj.jp/geonavi/
https://www.mlit.go.jp/toshi/toshi_tobou_tk_000066.html
https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/takuchi.html
https://www.nilim.go.jp/lab/jdg/pdf/takuchi/yoheki_manual.pdf
https://www.mlit.go.jp/toshi/content/001466510.pdf
https://sumaken.j-shield.co.jp
http://www.geonavi.net/georisknavi2/
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談内容，現地状況，変状等の整理，および推察される変状原因ならびに対策方法等を
簡潔に記述した回答書を作成する。 

資料－５は，8.に示した公開情報を利用した回答書の作成要領を示したものである。 
資料－６は，現地調査を行う際に必要なツールに関して詳細に示されている。参考

になると思われるので，ともに活用された。 
 
 
10. 相談結果の報告 

1) 相談の完了報告 

相談員は依頼対応が終了したら，速やかに相談者に発行した回答書（pdf およびワ
ードデータ）の控えとともに，「所見概要」【書式-6】（ワードデータ）を作成し，
相談室の窓口担当者宛て報告しなければならない。回答書と相談関連の資料には，多
くの個人情報が含まれるので，取り扱いに留意すること。 
 
2) 相談の中間報告 

 相談を進めていく中で当初とは条件や方針等，状況が変化する場合があるので，
その際は必要に応じて窓口担当者に中間報告を行い，助言を得ることができる。 
 

3) 費用の振込報告（有料相談の場合） 

 有料相談の場合，相談員は相談費用が入金されたら，速やかに金額と期日を窓口
担当者へ連絡すること。なお，相談者から相談費用を活動支援金として本部口座
へ振り込む場合は，その内容と振込期日（予定）を窓口担当者へ連絡すること。
窓口担当者が支部会計へ報告するとともに，支部会計は本部経理へ連絡し，入金
を確認する。 

 活動支援金に関しては，7.4)を参照されたい。 
 

（END） 
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○○○○年○○月○○日 

 

○ ○ 様 

 

地盤に係わる相談を受け付けるに当たってのご説明 

 

一般社団法人 地盤品質判定士会 関西支部 

市民相談窓口担当 ○○○○ 

登録 No.000-0000-0 号 

 

皆様の相談を受け付ける際の地盤品質判定士会 （関西支部）と地盤相談の流れについて，説明

させていただきます。最後までお読みください。 

 
（１） 一般社団法人 地盤品質判定士会について 

一般社団法人 地盤品質判定士会は，地盤品質判定士等の技術の研鑽とモラルの苦情，地盤品質 

について社会への啓発などを目的とした団体です。 

地盤品質判定士とは，宅地における地盤災害の防止・軽減の為，依頼に応じて限られた情報の

範囲内で，地盤の品質を確認・評価して説明を行う，地盤工学の専門知識と倫理観を有する地盤

の専門技術者です。地盤品質判定士の資格については「地盤品質判定士協議会」のHP（https://jiban-

jage.jp/）で次のように説明されています。 

地盤品質判定士とは 

地盤品質判定士協議会は，2011年春の東日本大震災をはじめ，これまでの地震によって発生
した住宅や宅地の被害を教訓として，公益社団法人地盤工学会を代表に，一般社団法人日本建
築学会・一般社団法人全国地質調査業協会連合会が発起人となり，多くの住宅や宅地の関係諸
団体の参画により2013年2月に発足しました。本協議会では，建築学・土木工学分野や不動産・
住宅関連産業等に従事する地盤技術者を対象に，地盤品質判定士の資格制度を創設しました。 

地盤品質判定士協議会の中心となっている「公益社団法人 地盤工学会（https://www.jiban.or.jp/）」
は地盤に関する専門家の集まりです。会員は大学の研究者，地盤調査・設計などを行う建設コン
サルタント，工事に係わる建設工事の専門家などで構成されています。 

地盤品質判定士会 関西支部（https://hanteishi.org/kansai/）は，地盤品質判定士会の２番目の支部
として2018年10月13日に設立されました。その後，地盤品質判定士会の法人化に伴い支部も法人
の一部になりました。 

個人等からの宅地や擁壁などの相談対応は，地盤品質判定士会 関西支部HPから，あるいは大阪
府建築物震災対策推進協議会（http://www.osaka-suishinkyo.jp/）の事務局である一般財団法人大阪
建築防災センター（https://www.okbc.or.jp/）を窓口として受け入れています。 

【資料－１】
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（２） 地盤相談の流れなどについて 
一般社団法人 地盤品質判定士会や同・関西支部に所属する地盤品質判定士はボランティアとし

て活動しており生業（なりわい）としては行っていません。 

関西支部では，個人の方からの相談はできる限り無料で済むように努めています。しかし，ど
うしても現場を見て欲しいという要望や，現場を見なければ回答ができないような場合には，地
盤品質判定士が現地へ出かけますので，その費用負担（交通費および日当）をお願いしています。
日当の目安は，10,000円/時間・人（最低30,000円）です（いずれも消費税抜き）。また，現地調査
の内容によって，調査機材費などが必要になれば，別途見積もりを提示させていただくことにな
ります。 

相談の流れは以下のとおりです。 

① 地盤品質判定士会関西支部へ，判定士会ホームページまたは大阪建築防災センター等からコ
ンタクトをいただきます。 

② 地盤品質判定士会関西支部から，問診票の提出を依頼いたします。 

③ 相談者から問診票の提出。➡ 問診票の受領でもって，正式に相談の受付となります。 

④ 問診票の受領後，担当する相談員を選出します。以後はこの相談員から連絡を入れます。 

⑤ 相談員から，相談事象発生までの状況の確認等や追加資料（図面類，写真等）等注)の提出を依
頼する場合もあります。 

⑥ 相談に対する回答書は，問診票を受領後2～4週間を目途に相談者へ送付します。相談内容に

より前後することをご承知おき願います。また、判定士は別に仕事を持ちながらの対応とな

りますので，ある程度時間がかかることも重ねてご承知おきください。 

 

相談への連絡方法 

  原則として電子メールでお願いします。 

  電子メールが無い場合には，FAXでお願いします。 

  FAXも無い場合には，郵送でお願いします。 

 ※ご自身でパソコン等の操作が苦手な場合には，可能な限りご家族・知人の協力を得るよう
にしてください。 

 

注）変状原因の多くは地盤の内部に存在することが多く，問診票の記載事項や現場の様子を目視
観察することで分かることは限定的です。このため，既往の土質調査結果や擁壁の構造が書かれ
ている図面類，構造計算書類の存在が特に重要です。それらが無い場合には，限られた情報で変
状原因を推定し，地盤調査等で検証するなどの作業を繰り返さなければ，変状原因や対策方法を
明確に決めることができません。少なからぬ調査費用も掛かります。これらの点をお含みおきく
ださい。 
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に
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録

が
可
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例
︓

本
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が

大
阪

の
場

合
、

京
都

、
兵

庫
、

滋
賀

、
奈

良
へ

の
登

録
が

可
能

６
．

相
談

員
登

録
の

有
効

期
間

は
3年

で
、

研
修

会
受

講
で

更
新

。
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【資料－３】



5

市民相談の流れ

相談者
（個人・会社・

自治体等）

相談窓口
(判定士会）

相談員
(相談員資格者）

③ 相談員登録名
簿から、相談内
容に適した相談
員を選任・斡旋

② 問診票
の記載

④ 直接交渉
(見積・契約）
（評価）

問題発生

相談内容が判る図
面や写真も添付要

相談者との接触から相
談終了まで、すべて相
談員の責任で対応

大阪府建築物
震災対策推進
協議会*

① 評価依頼
(相談）

診
断

＊府下４４市町村と建築関係及び事業者の４９団体で構成︓事務局は大阪府

5 6 問診票
相談案件の概要（住所、宅地擁壁の状況等）を把握 ☟

住所が判れば、土地履歴の検索可能

関西支部で対応している相談

＜市民相談窓口＞
１．地盤品質判定士会本部HPに寄せられた関西エリアの相談
２．関西支部HPに寄せられた相談
３．大阪府建築物震災対策推進協議会から寄せられた相談

※ 居住地の市町村に相談して、判定士会の相談窓口の紹介を受けた
との相談が増加

＜地方公共団体＞
大阪府泉南郡熊取町との「土砂災害等における連携協力に関する協

定」締結（R4.2）に伴う業務契約を対応。

7 相談内容と費用の目安 関西支部の考え方8

① メールで対応できる相談
※ただし、同じ案件での２回目以降は有料

② 行政等が主催するイベントでの相談会

① 5,000〜10,000円／時間
② 現地調査や評価書等を作成する場合は、別途見積り

無償相談

有償相談

※ 有償相談の場合は、相談総額の10%を判定士会に納付



9 見積書式 判定士会に寄せられる相談案件数と分野集計：2023.2末10

相談案件の年度別推移（全体と関西支部）11 相談分野の構成

判定士会全体 関西支部

12

(62.2%)

(12.2%)

(35.1%)

(22.9%)

(12.2%) (5.6%)

(2.2%)



相談内容の概要
a.擁壁相談︓イ 二次造成後の擁壁の変状（クラック、目地開き）や

倒壊対策の相談
ロ 空石積擁壁の安定評価相談
ハ 擁壁面の剥離原因、対策の相談

b.地盤状況︓居住している宅地の変状、崩壊の相談
c.土地相談︓土地購入に向けた地盤の相談
d.施工・補修︓変状箇所の対策方法及び費用に関する相談
e.土地の沈下、陥没等の変状相談
f.大規模盛土造成地の安定に関する相談
g.家屋相談︓地盤変状に起因する家屋変状（傾斜）の相談
h.地盤調査︓地盤調査結果の見方の問合せ
i.土地検索︓居住地域の土地履歴の検索方法の問合せ 等

13 14

Ｈ１

Ｈ２

Ｎ１

Ｎ２

主働土圧
Ｐa＝１/2γＨ２ＫＡ

Ｐa︓擁壁の作用する土圧 (kN/m)
γ ︓土の単位体積重量 (kN/m3)

Ｈ ︓構造計算上の擁壁の高さ (m)      
ＫＡ︓土圧係数

Ｎ︓根入れ長（ｍ）Ｐa１

Ｐa２

二次造成に対して土圧が増加☛Pa1<Pa2 に伴い、擁壁の断面不足は発生
宅造法施行令 第６条７条８条を満たすか︖

底盤長︓一般的に擁壁高さH︓幅B＝１︓0.7以上必要
根入長︓ ＞0.15H、かつ＞35cmを満たす必要（岩、砂利、真砂土、硬質粘土等の場

合）
壁 厚︓増加土圧に対応した壁厚が必要
剛 性︓増打部と既存部が一体となる剛性を有しているか

二次造成による擁壁の安定性の問題点
二次造成区域

B

相談員の責務
１．相談者との接触から相談終了までは、すべて

相談員の責任で対応︕
① 相談者との間で生じる問題の対処

☛ 判定士会(斡旋者）としてはフォローまで。
責任は相談員

２．相談者に対して、判り易く丁寧かつ納得しても
らえる説明
① 断定や仮定での説明はしない。
② 説明根拠は、明確に提示。

15 相談員の心構え
＜相談員の役割＞

相談者が抱く不安に対し、関係法令及び相談員の
知識や経験等に基づき、解決に向けた方向性を判り
易く丁寧かつ納得してもらえる説明をする。

そのためには・・・・・

① 過信せず、常に疑いをもって観察、判断☛思い込みはNG
② 事前の状況把握と相談者へのヒヤリング☛きめ細かく分析
③ 適切な現地調査☛見逃しはNG
④ 診断☛根拠は必須
⑤ 相談結果の説明と改善提案☛根理解と納得してもらう説明

16



事前の状況把握
１．問診票による相談内容の把握と問題点の整理する。

① 立地条件を把握する。
所在地の地図、地盤情報、新旧地形図等の検索等

ツール︓今昔map、空中写真、ハザードマップ等
② 相談者への確認事項を整理する。

ｱ. 相談内容の発生の経緯
ｲ. 土地の履歴等☛増築や二次造成の有無等
ｳ. 擁壁等構造物の断面や構築時期等

③ 相談内容に関する関係法令や知見情報から問題点を
整理する。

２．現地調査の必要性の検討する。
① 必要機材等の整理 ☛ 見積もりに関連

※ 思い込みや断定をせず、資料から何が問題かを読取る。

17 相談者へのヒヤリング
１．相談者の思いを聞く。☛ 相手の立場に立って︕

① 相談者の話を途中でさえぎらず、最後まで話を聞いてから、質問。
・疑問点はメモし、解り易い言葉で︕☛相手は素人と思え
・同じ質問を、視点を変えて問いかけることも重要

② 相槌等を打つなどして、話しやすい環境づくり。
話は鵜呑みにしない ☛ 冷静かつ理論的に判断が重要

③ 話を聞いて、相手が語らない新たな情報の有無を検証
④ 話の根拠を可能な限り確認する。

２．相談者以外のご家族の方の話も参考にする。
３．他に相談しているかを尋ねる☛あれば、状況の確認
※ 思い込みや断定をせず、資料、ヒヤリングから何が問題かを読取る。

18

現地調査
１．見逃しは誤診の始まり

① 事前情報から、問題箇所と状態を記録（写真含む）
② 調査箇所をリスト化し、終了したら

気になる箇所は、調査
③ 新たな変状箇所にも対応

２．先入観で調査はしない
こうあるはず、これは考えられないという考えは捨てる

３．途中段階でのコメントはしない。
すべての調査を終えてから、総合的に判断することが大切

４．スペックでしてはならないことの有無確認

19 診 断

１．調査結果に基づいた診断は、根拠を明確にする。
① 相談で明らかになった点と不明な点を整理する

・ 明らかになった点の診断 ☛ 診断根拠を明示
・ 不明な点 ☛ 将来的に考えられる事象と再調査の

提案
② 不明確な情報で、断言しない。☛ 可能な限り検索

２．ファジーな考えで診断しない。☛ 問題発生の可能性
☛ 相談者は専門家の意見を信用する

３．経験に基づく先入観で、診断しない。
☛ ・ 地盤は、場所が変われば地層構成も変わる

・ 過去の情報は参考程度に留める

20



相談結果の説明と改善提案
１．結果説明は、解り易く

☛ 専門用語は極力用いず、一般の方にでも理解でき
る言葉で説明をする。

２．説明は、根拠を示す
☛ 診断結果は、どの基準等に基づいているかを説明

３．不確定事項は、不明と説明
☛ 推測に基づく診断は、問題発生要因の可能性

４．相談者の質問には、丁寧かつ納得してもらえる説明
５．継続的に計測が望ましい場合は、計測方法や記録の仕方

等を理解してもらえるよう丁寧に説明。
６．結果に基づき改善をした方がよいと考える事項は、理解

してもらえるよう丁寧に説明。

21 相談結果の説明と改善提案

７．メール及び面談相談、目視での現地踏査は、原則口頭説明
☛ 相談者からの資料やヒヤリング、或いは目視による踏

査の範囲では、報告書の作成は難しい。
８．報告書は、根拠に基づく内容であるべき。

☛ 判定士の知見及び経験、さらには関係法令等に基づく
報告書でなければならない。

22

23

技術者倫理
（技術者の行動規範）

23

24

地盤品質判定士の倫理要綱
２０１４年２月３日 地盤品質判定士協議会理事会承認

地盤品質判定士の使命は、宅地の造成業者、不動産業者、住宅メ
ーカー等と、住宅及び宅地取得者の間に立ち、地盤の評価（品質判定
）に関わる調査・試験の立案、調査結果に基づく適切な評価と対策工
の提案等を行うことを通じて、住宅及び造成宅地の防災及び国民の安
全に寄与することである。この重要な使命を適切に果たすために、地
盤品質判定士には、以下に示す倫理が必要である。

１．公益の重視 ６．説明の責務
２．法令・倫理綱領の順守 ７．信用の保持
３．地盤災害の防止・軽減 ８．守秘義務の順守
４．地質・地盤情報の重視 ９．継続的な自己研鑽
５．地盤品質の的確な評価

出典︓地盤品質判定士競技会HP

24



25

地盤品質判定士の倫理要綱

出典︓地盤品質判定士協議会HP

１．公益の重視
地盤品質判定士は、公共の利益を重視し、業務を誠実に遂行する。

【解説】宅地における地盤災害は、周辺の道路や隣接する宅地にも影響を及
ぼす可能性がある。適切に整備されて防災性能が高い宅地は、単に良質な
個人資産であるだけでなく、有用な社会基盤でもある。すなわち、地盤災
害と言う観点から考えると、宅地の防災性能には高い公共性が認められる。

よって、社会全般（公共）の利益を重視して、良心・良識に基づいて地
盤の評価（品質判定）を行うことが大切である。

２．法令・倫理綱領の遵守
地盤品質判定士は、業務に関わる法令や倫理綱領を遵守する。

【解説】法令遵守（コンプライアンス）の趣旨は、法令や倫理綱領が制定さ
れた背景や精神を理解して、公正かつ適切な行動をとることである。

25

26

地盤品質判定士の倫理要綱

出典︓地盤品質判定士協議会HP

３．地盤災害の防止・軽減
地盤品質判定士は、的確な地盤の評価（品質判定）を通じて、住宅及

び造成宅地における地盤災害の防止・軽減に貢献する。
[解説] 地震や豪雨等によって、軟弱な地盤や不適切に造成された宅地及びその上
に建設された住宅が被災し、人命が失われ、財産が損なわれることがある。地盤品
質判定士の使命は、その業務を通じて、地盤災害の発生を防ぎ、あるいはその影響
を軽減することによって、このような社会的な損失を減らすことである。

４．地質・地盤情報の重視
地盤品質判定士は、正しい地質・地盤情報が重要であることを認識し、

不十分・不適切な情報に基づいて地盤の評価（品質判定）を行ってはな
らない。

[解説] 大規模な公共インフラに比較して、小規模建築物のための地質・地盤情報の
質・量や調査・対策の費用は限られている。しかしながら、正しい地質・地盤情報
が得られなければ地盤の評価（品質判定）を的確に行なうことはできないので、必
要な地質・地盤情報を得るための調査を疎かにしてはならない。必要な調査を立案
し、業務の依頼者に説明しなければならない。

26

27

地盤品質判定士の倫理要綱
５．地盤品質の的確な評価

地盤品質判定士は、その能力を最大限に発揮して、地盤の評価（品質
判定）を的確に行う。

[解説] 住宅及び造成宅地に関わる地盤災害には多くの要素（地盤の構造や特性、
地震や降雨の影響、基礎の構造や施工等）が複雑に関与する。さらに，災害が発生
するメカニズムが完全に解き明かされているわけではなく、また，技術者の能力が
及ぶ範囲も限定されている。このような認識の下で、地盤品質判定士は、その持て
る専門知識を総動員して、技術力を最大限に発揮して、可能な限り的確に地盤の評
価（品質判定）を行うよう最善を尽くさなければならない。その際、自然に対して
謙虚に接すること、現象の本質を捉えること、多面的に分析すること、総合的に判
断すること等が大切である。
６．説明の責務

地盤品質判定士は、地盤の評価（品質判定）の内容について、住宅及び
造成宅地の取引に関わる人が正しく理解できるように、分かり易く説明する。

[解説] 宅地の造成業者、不動産業者、住宅メーカー等と住宅及び宅地取得者は、
地盤品質判定士が作成した評価書に基づいてその宅地の防災性能を把握し、購入・
売却や追加の地盤調査あるいは地盤改良の必要性等を判断する。したがって、地盤
品質判定士は、評価書の作成に当たって、これらの関係者がその内容を正しくかつ
容易に理解できるように記述し、さらに丁寧に説明する必要がある。
出典︓地盤品質判定士協議会HP

27
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地盤品質判定士の倫理要綱
７．信用の保持

地盤品質判定士は、信用を失う行為をしてはならない。さらに、その
社会的地位の向上に努める。

[解説] 地盤品質判定士は、その資格が地盤品質判定士制度に対する社会的
な信用の上に成り立つものであることを認識し、常に品位を保ち、責任ある
行動によって、より高い信用が得られるように努めなければならない。

８．守秘義務の遵守
地盤品質判定士は，業務上知り得た秘密を漏らしてはならない。

[解説] 地盤の評価（品質判定）に当たっては、調査等によって得られる地
質・地盤情報以外にも、個人情報も含め、さまざまな情報を入手することが
できる。地盤品質判定士は、本協議会が定めた個人情報保護方針を守ると共
に、秘密にすべき情報については、正当な理由がない限り、その秘密を外部
に漏らしてはならない。また、地質・地盤情報については、宅地の所有者等
の承諾を得た後に、開示することができる。

出典︓地盤品質判定士協議会HP
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29

地盤品質判定士の倫理要綱
９．継続的な自己研鑽

地盤品質判定士は、新しい専門知識と技術を積極的に修
得する。
[解説] 近年、社会環境の変化や科学・技術の発展が著しく
、地盤工学分野もその例外ではない。したがって、地盤品質
判定士は、地盤の評価（品質判定）に係る高度な専門性を認
識して、不断に新しい知識と技術を学び、その技術力と資質
の向上に努めなければならない。

出典︓地盤品質判定士協議会HP

社会的役割
１．公益の重視
２．法令・倫理綱領の順守
３．地盤災害の防止・軽減

顧客に対する姿勢
４．地質・地盤情報の重視
５．地盤品質の的確な評価
８．守秘義務の順守

判定士としての責務
６．説明の責務
７．信用の保持
９．継続的な自己研鑽

29

ご静聴ありがとうございました。

30

地盤品質判定士と地盤品質判定士協議会構成団体の倫
理 31

全国地質調査業協会連合会地盤工学会地盤品質判定士組 織 名

倫理要綱倫理要綱・行動基準倫理要綱タ イ ト ル

１．社会的使命の達成
２．法令等の遵守
３．環境の保全
４．良質な成果品の提供
５．中立・独立性の堅持
６．秘匿事項の保護
７．自己責任原則の徹底
８．技術の向上
９．個人並びに職業上の尊厳の保持

１．社会に対する貢献
２．自然に対する態度
３．責任ある行動
４．自己研鑽と人材育成
５．会員交流と知見の公表

１．公益の重視
２．法令・倫理綱領の順守
３．地盤災害の防止・軽減
４．地質・地盤情報の重視
５．地盤品質の的確な評価
６．説明の責務
７．信用の保持
８．守秘義務の順守
９．継続的な自己研鑽

綱 領 等

建設コンサルタント協会日本建築学会土木学会組 織 名

技術者の倫理 倫理遵守の基本原則倫理要綱・行動規範土木技術者の倫理規定タ イ ト ル

１．専門とするサービスの提供
２．事実に基づく表明
３．依頼者の適正な利益の保護
４．公正な競争
５．新年の保持
６．利害相反の回避
７．帰属権利の尊重
８．自己の研鑽
９．社会活動等への積極的参加

１．建築技術の継承と伝統文化の崇敬
２．安全な建築と良質な都市環境の構築
３．機能的で美しい生活環境の創造
４．地球環境の保全と持続可能な発展
５．学術的中立性に基づく公益情報の共

有と発信
６．知的財産の尊重と不可侵
７．地域社会や国際社会への貢献と寄与

１．社会への貢献
２．自然及び文明・文化の尊重
３．社会安全と減災
４．職務における責任
５．誠実義務及び利益相反の回避
６．情報公開及び社会との対話
７．成果の公表
８．自己研鑽及び人材育成
９．規範の遵守

綱 領 等

＜相談員公募のお知らせ
＞

32



＜応募受付通知＞
33

＜相談員選任通知＞
34

＜相談員斡旋の手引＞
35

＜相談カード＞
36



擁壁設置に関する基準
宅地造成規制法施行令 第６条、第７条、第８条（抜粋）
＜擁壁の構造条件＞

① 鉄筋コンクリート造、無筋コンクリト造、間知石練積造
② 土圧、水圧、自重により擁壁が破壊しない
③ 土圧、水圧、自重により擁壁が転倒しない
④ 土圧、水圧、自重により擁壁の基礎がすべらない
⑤ 土圧、水圧、自重により擁壁が沈下しない

＜根入れ長＞
① 岩、砂利、真砂土、硬質粘土等︓

擁壁高さHの＞0.15H、かつ＞35cm
② その他の土質︓

擁壁高さHの＞0.2H、かつ＞45cm

37
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書式集 

書式－１ 「宅地に関する相談」フォーム 

書式－２ 問診票 

書式－３ 公募案内の書式 

書式－４ 現地調査依頼書 

書式－５ 契約書の例 

書式－６ 所見概要 
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「宅地に関する相談」入力フォーム 
 
宅地に関する相談（地盤品質判定士会関西支部） 

一般社団法人地盤品質判定士会では主に個人の方で，自己の所有する宅地（購入予定も含みま
す）を対象として，宅地（地盤や擁壁など）に関する相談を随時受け付けております。 
 

ご相談の前に，必ずこちらの「相談の流れ」についての資料（PDF ファイル・・KB)をご参照
のうえ，下記（＊１〜＊５）をご確認ください。 
 
＊１ 相談はお一人様 1 件とし，メール等による簡易な相談は無料ですが，面談（リモート含

む），現地踏査を望まれる場合は有料となります。 
＊２ マンションの場合は，管理組合代表者からのご相談に限らせていただきます。（管理会社の

代行および個々の区分所有者からの相談は受け付けておりません） 
＊３ 事業者の方（個人事業主を含む）はご利用いただけません。 
＊４ 業者（地盤調査，工事業者など）のご紹介は行っておりません。 
＊５ 本相談フォームからのメール送信後に自動返信が届かない場合は，メールが届いていない可

能性が有りますので，再度送信ください。 
 
相談受付はメールを原則としています。下記フォームからお願いいたします。 
なお，写真等を添付ファイルにする場合は，Google アカウントが必要となりますので，あらかじ
め登録しておいていただきますようお願いいたします。 
 
* 必須の質問です 
 
Q1 メールアドレス* 

メールアドレス 
Q2 お名前（必須）* 

回答を入力 
Q3 お名前（ふりがな）* 

回答を入力 
【ご連絡先】 
Q5 郵便番号 

回答を入力 
Q6 現在，おすまいの住所・建物名（必須）* 

回答を入力 
Q7 ご連絡先の電話番号（必須）*  
回答を入力 
Q8 年齢 

回答を入力 

【書式－１】
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Q9 ご職業 
回答を入力 

Q10 ご相談対象の土地の住所（必須）* 
今おすまいの住所と同じ 
おすまいとは別の場所（＊次ページで住所をご記入お願いします） 

 
3 ぺ-じ目 
Q11 ご相談の内容は主として宅地か擁壁かについてお聞きします  

宅地（地盤）に関するご相談ですか？ 
擁壁に関するご相談ですか？ 
宅地（地盤）またはその周辺の斜面 
擁壁 

 
４ページ目➡前ページで擁壁を選択した方 
擁壁についてお聞きします 
Q12 擁壁の種類についてお答えください* 

コンクリート擁壁 
ブロック積み擁壁（石積擁壁） 
その他: 

Q13 擁壁の水抜き穴から水が出ている形跡はありますか？ 
ある 
ない 

Q14 擁壁の水抜き穴から草や木が生えていますか？ 
ある 
ない 

Q15 建築確認済書はありますか？ 
ある 
ない 

Q16 擁壁関係の図面がありますか？ あれば提供をお願いします。 
ある 
ない 

Q17 雨が降った後の宅地の水はけはどうですか？ 
なかなか引かない 
良好 

Q18 宅地は比較的湿った状態ですか？ 
そう思う 
思わない 

Q19 家の樋排水は，水路に接続していますか？ 
している 
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していない 
Q20 擁壁に関する具体的な不具合状況および相談内容をお書きください* 

回答を入力 
Q21 写真等のデータは下記へメールしてください。 

pege65@hanteishi.org 
回答を入力 

 
４ページ目 
家屋の変状等の有無についてお聞きします 
Q22 家屋，床，扉などに変状は生じていますか？* 

生じていない 
生じている 

 
5 ページ目 
Q23 変状している箇所に関して 

どの部分が変状していて，具体的な状況について記入お願いします* 
 
6 ページ目 
Q24 当会をどこでお知りになりましたか？ 

差し支えなければご回答をお願いします。 
Web 検索 
自治体 HP 
自治体窓口 
新聞・雑誌等 
ご友人・お知り合い 
その他: 

 
7 ページ目 

個人情報の取扱いについて 
ご記入いただいた個人情報は，お問い合わせへの対応および確認のためのみに利用します。 
また，この目的のためにお問い合わせの記録を残すことがあります。なお，相談内容は，個
人および場所を特定されない形にして統計・研究・研修等の目的で使用させていただくこと
がありますので，予めご了承ください。 

 
      ご記入ありがとうございました。 
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3 ページ目から宅地を選定した場合 
 
土地の取得方法についてお聞きします 
Q31 取得方法は？* 

自ら造成した 
造成地を購入した 

宅地に関する具体的な不具合状況および相談内容をお書きください* 
Q32 宅地に関する資料をお持ちですか？* 

ない 
ある 

 
4 ぺ-ジ目 
Q33 宅地に関する資料名をお書きください。 

資料名（例えば，・・・，・・・） 
写真等のデータは下記へメールしてください。 
pege65@hanteishi.org 

 
5 ページ目 
家屋の変状等の有無についてお聞きします 
Q34 家屋，床，扉などに変状は生じていますか？* 

生じていない 
生じている 

 
６ページ目 
変状している箇所に関して 
Q35 どの部分が変状していて，具体的な状況について記入お願いします* 
 
Q36 以下は，擁壁の質問 Q23 におなじ 
 
 
 
 



※

年 月 日

フリガナ

職業： 年齢： 歳

〒　 － ）
都道 区市 町
府県 郡 村

ー ー ー ー

@

ー ー

　＊勤務先の場合は、勤務先名：

（〒 ー ）
都道 区市 町
府県 郡 村

　西暦　　　　年 月 日

□ □ 造成地を購入

□ 田んぼや畑地等を盛土して宅地にした

□ 高台を切土して造成した

□ ある　（ある方は、下記に答えてください。） □ ない

□ コンクリート擁壁

□ ブロック積（石積）擁壁

　 □ ある □ ない

擁壁の水抜き穴から草や木が生えてますか？ □ ある □ ない

建築確認済書はありますか？ □ ある（　　年　　月）□ ない

雨が降った後の宅地の水はけはどうですか？ □ なかなか引かない □ 良好

宅地は、比較的湿った状態ですか？ □ そう思う □ 思わない

家の樋排水は、水路に接続していますか？ □ している □ していない

宅地基礎を補強していますか？ □ している □ していない

□ 山で、山地を造成したところである

□ 両側に山がある沢地を造成したところである

□ 平地だが、周囲には田んぼが多い

□ 市街地の平地である

□ 近くに川がある平地である

□ 池を盛土した地形である

□ ある □ ない

　裏面もご覧ください。

該当すれば☑してください。

令和

FAX：

　ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ：

　昼間連絡先：自宅・勤務先・携帯　TEL

地 盤 評 価 問 診 票
記入日

様

受付番号 No.

お 名 前

ご 住 所

TEL：

ご

依

頼

者

ご依頼の物件について、お伺いします。

取 得 日

　男・女

丁目 番 号

ご 連 絡 先

所 在 地
（ 地 番 ）

丁目

自ら造成　（自ら造成された方は、下記に答えてください。）

擁壁の水抜き穴から水が出ている形跡はありますか？

どのような方法で造
成されましてか？

周囲の状況について、お伺いします。

宅地周囲は、どのような状況ですか？また
は、宅地はどんな地形でったのでしょう
か？

宅地の周囲
に擁壁はあ
りますか？

擁壁はどれに該当
しますか？

ご

依

頼

の

物

件

情

報

取 得 方 法

　取得後、切土や盛
　土をしましたか？

　　　年頃盛土した　　　　　　年頃切土した　　　　　していない

番 号

周囲の宅地に、擁壁の傾きやクラック、あるい
は宅地の沈下や家屋の傾き等が発生している箇
所は、ありますか？

【書式－２】
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□ 現状に異常はないが、宅地として安定しているのか診てほしい

□ 異常があるので、診てほしい

異常にいつごろ気づきましたか？ 　　年　　　月ごろ

□ 宅地周囲の擁壁が、傾いてる

□ 宅地周囲の擁壁に、クラックが発生している

□ 家の外壁や基礎にクラックが発生している

□ 家の床や廊下が傾いている

□ 宅地の排水路に、水が溜まるところがある

□ 雨が降ると、宅地表面に水が溜まり、なかなか退かない

可能であれば、次の枠に、敷地状況、異常個所、状況を描いてください。

　 □ ある　（ある方は、どのような資料化を下記に書いてください。）□ ない

□ ある　（どのようなことを言われたかを下記に書いてください。）□ ない

　有難うございました。　後日、地盤品質判定士協議会より、ご連絡をさせていただきます。

＊　地盤品質判定士協議会記入欄

担当判定士名： 応接記録：　　　月　　　日（　　　）　　

応接内容

どんな異常ですか？

宅地に関する
資料を、お持
ちですか？

地盤の専門家
に相談された
ことはありま
すか？

異常について、お伺いします。

今回のご依頼は、どのよ
うなことですか？
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（一社）地盤品質判定士会

関西支部　判定士の皆様

（一社）地盤品質判定士会 関西支部

幹事長・相談担当：中岡時春

　平素は、（一社）地盤品質判定士会関西支部の活動にご理解ご協力を賜り、誠にありがとうございます。

　この度、下記に示しております相談案件が、関西支部に寄せられてきました。

　つきましては、関西支部の判定士の皆様に相談員として対応頂きたく、以下の要領で公募させて頂く

ことにいたしましたので、ご検討の程宜しくお願いいたします。

　

１．相談案件　　下表のとおり

①   No.2509K001 ☛　２025年９月公募１件目の略です。

② 　□技術支援　　□地盤評価（□宅地　　□土地購入　　□斜面）　　□その他

③

④ 　大阪市淀川区（詳細は相談員確定後に提示する。）

⑤ 　大阪市東成区深江南（詳細は相談員確定後に提示する。）

⑥ 　概要は以下の通り（詳細は相談員確定後に提示する。）

　

２．応募方法

①　応募頂く場合は、別紙の記載項目に漏れなく記入して、Emailで下記アドレスにお送り下さい。

② ： pege65@hanteishi.org

③ ： 　地盤品質判定士会の複数の相談担当者が協議の上で決定しますのでご一任下さい。

　選任結果は、採否に関わらず追ってご連絡します。

④ ：

⑤ ： 　2025年９月　　日までに、お願いいたします。

⑥ ： 　応募頂いた時点で、その他運用上の事をご説明させて頂きます。

以上

令和    年    月    日

相 談 員 公 募 の お 知 ら せ

記

相談者連絡先

相 談 区 分

相談者業種 　□個人　□企業(□ハウスメーカー　□ホームビルダー　□工務店
　□建築・建設工事関係　□建築設計　□コンサルタント　□その他

相 談 No.

契 約 方 法 　相談者と相談員の直接契約です。対価（相談料，文書作成費，交通費，他）等に
ついては直接交渉でお願いします。但し，相場が分からない場合は，相談に応じま
す。

そ の 他

応募の締切

相 談 場 所

相 談 内 容

＜相談概要＞
・相談者が住宅を建築して販売するために土地を購入した。
・住宅建築に掛かったところ、地中から瓦礫、廃棄物、地中構造物等が残置されていた。
　　(数枚の写真有り。)
・本件建物には、地盤補強の目的で柱状改良工法を施工する予定であったが、残置物を残
　したままでは施工ができないために、残置物を撤去して柱状改良工事を実施し、建物を
　建築した。
・その後建物は分譲販売を行っている。
・その残置物撤去費用を巡って裁判で争っているため、ガラなどの地中埋設物・残置物の
　存在と柱状改良工事施工の可否についての技術的支援をお願いしたい。

＜裁判の概要＞
・　裁判所：京都地方裁判所
・　原　告：相談者
・　被　告：土地販売者（個人）

応 募 先

選 任 方 法

【書式－３】
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※　恐れ入りますが、応募用紙はExcelファイルのままで、お送り願います。

　私は、2025年９月？？日付け公募相談（相談No. No2509K001）に応募いたします。

　2025年９月？？日

㊞

受託に当たって確認したい事項が有りましたら，下記にお書きください。

応 募 用 紙

地盤品質判定士登録
番 号

氏 名

（ ふ り が な ）

住 所 （ 連 絡 先 ）

勤 務 先 名

Email ア ド レ ス

携 帯 電 話

携帯メールアドレス

（なお，地盤品質判定士の登録証のコピーもお送り下さい。）
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【書式－4】一般 

 一般社団法人 地盤品質判定士会 関西支部       （2025.6.7） 

現地調査依頼書 
一般社団法人 地盤品質判定士会 関西支部御中 

年  月  日 
住所 〒         

                    

氏名                印 

下記のとおり，現地調査を依頼します。 

記 

調査場所・対象：                                

調 査 内 容：                                 

                                        

担当相談員：                       ※未定の場合はその旨記入 
 

現地調査は，当該案件について地盤品質判定士が現地で，主に目視による外観調査により事

実確認を行うものであります。ただし，目視観察で分かることは限定的であることはご承知お

きください。 
 

【現地調査の費用について】 
現地調査費用は，人件費（時間定額）を基本に，出張費，交通費とし，下記のとおりです。 
1）調査費用は担当相談員１人１時間につき 10,000 円（税込 11,000 円）の時間制とする。 
・現地調査の前後に面談を行う場合は，現地調査時間数に合算する。 
・上記の費用は，１人１日あたり 50,000 円（税込 55,000 円）を上限とする。 

なお，交通費等の実費は別途とする。 
2）出張料は担当相談員の居所からの距離により，下記を基準として一律金額とする。 

イ. 近距離（概ね片道 30 ㎞未満）：4,000 円（税込 4,400 円） 
ロ. 遠距離（概ね片道 30 ㎞以上）：8,000 円（税込 8,8000 円） 

3）現地調査の結果は回答書にまとめて提出します。 
なお，回答書は所見の簡易メモであり，訴訟等他の目的に使用することは基本的にできませんの

で，よろしくお願いします。 
4）調査の必要上，補助者が必要な場合はその日当，測定機器等が必要な場合はその実費とする。 
5) 調査費用（回答書作成費用を含む）は銀行振込みを原則とし，振込手数料は依頼者の負担とする

とともに，振込明細書をもって領収書の代わりとする。 



殿

地盤品質判定士 ××　×

（登録番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

〒

住所

TEL

FAX

Email:

下記の通りお見積り申し上げます。

内訳書

単位 単価 数量 金　額 摘　　要

相談基本料
依頼者へのヒヤリング
既存資料の精査等 式 1.0 0

 情報収集及び簡易コメント
作成等

現地調査費  地盤品質判定士 時間 10,000 1.5 15,000 写真撮影，簡易計測

面談 地盤品質判定士 時間 10,000 0.0 0

交通費 実費 式 1.0 0 判定士自宅から相談者宅

出張費 片道30km未満 回 4,000 1.0 4,000

出張費 片道30km以上 回 8,000 0

19,000

経費率 式 1 17,010

36,010

-610

3,540

38,940

振 込 先： みずほ銀行　駒込支店

預金種別： 普通

口座番号： ３０２４１９０

名 義 人： 一般社団地盤品質判定士会（イッパンシャダンホウジン　ジバンヒンシツハンテイシカイ）

項　　目

小　　計

合　　計

改　　め

消費税（10%)

合計金額

令和7年9月30日

見　積　書　／　注　文　書

〇　〇

（一社）地盤品質判定士会関西支部登録相談員

請求金額 ¥38,940

【書式－５】



※　恐れ入りますが、所見概要はExcelファイルのままで、お送り願います。

提出日

お名前

相談No. 

相談者の氏名

所見概要

2025年9月30日

2509K001

所 見 概 要

【書式－６】


